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第２章 現状と都市づくりの課題 

１．概況 

（１）市の位置 

本市は東京都心から 50〜60 キロメートル、成田国際空港から約 30 キロメートル
の千葉県のほぼ中央に位置しており、千葉市、茂原市、東⾦市、⽩⼦町、九⼗九⾥町
に隣接しています。 

市域は 58.04 平⽅キロメートルで、東⻄約 14 キロメートル、南北は最⻑部で約 7
キロメートル、海岸線は約 3.5 キロメートルの距離があります。 

鉄道駅は、JＲ外房線とＪＲ東⾦線の分岐点に位置する⼤網駅や永田駅、道路では、
⾸都圏中央連絡⾃動⾞道（以下、「圏央道」という。）⼤網⽩⾥スマートインターチェン
ジ（以下、「⼤網⽩⾥ SIC」という。）が整備されています。 

 

≪位 置 図≫ 
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（２）歴史 

本市は九⼗九⾥浜に⾯し気候が温暖なことから、古くより⼈が住み着き漁業や農
耕を営んでおり、山辺地区周辺では、縄文期の遺跡が多く確認されています｡ 

室町時代末期には、⼟気城主の酒井定隆が、⼟気城再興の際に魔よけとして縣神
社を創建し、領内の寺院を⽇蓮宗に改宗しました。徳川家康の治世下では幕府の直
轄地となり、また、⼤網、⻑南、茂原、本納、⼀宮の５ヶ村での｢六斎市｣が開かれ
ており、街道沿いに商家の建ち並ぶ町並みが形成される⼀⽅、沿岸部ではイワシの
地引き網漁が発達し、それを利⽤した加⼯業とともに地域経済を⼤いに潤しまし
た。 

近代になると､明治元年 12 ⽉に｢房総知県事役所｣を今の⻑南町から本地域に移
し、宮谷(みやざく)の本国寺が仮庁舎になりました。また、明治 2 年 2 ⽉に庁舎
所在地の名をとって「宮谷県」に改称され、明治 4 年 11 ⽉の府県の統合で⽊更
津県になるまでのわずかの間ですが、本市が県政の中心地となりました。 

明治 21 年の「市政･町村制」公布以後、村々の幾多の統廃合を経て､昭和29 年
に⼤網町、増穂村、⽩⾥町が合併し､⼤網⽩⾥町が誕⽣し、丘陵（旧⼤網町）・田園
（旧増穂村）・海岸（旧⽩⾥町）の3つの特徴ある風⼟を持つまちが形成され、豊か
な海や⾃然を背景とした、農業を中心とする地域となりました。 

 

（３）発展の経緯 

⾼度経済成⻑期に⼊り、千葉市や東京都心部からの郊外型ベッドタウンとして注
目され、昭和 50 年代からは、市⻄部の丘陵地を中心に住宅開発が進み、さらにＪＲ
京葉線の外房線乗り⼊れなどの交通アクセスの向上によって急速に⼈⼝が増加して、
住宅都市的な性格が強くなりました。   

昭和 54 年に、⾃然環境に恵まれた良好な田園環境と都市機能が調和するまちを実
現するため、町⺠憲章（市制施⾏後「市⺠憲章」に改定）を制定し“明るく、豊かな、
住みよい田園文化都市”をめざして、特に住宅開発については、5 団地構想の推進と
市街地機能の整備などを通じて、住みよいまちづくりを進め、住宅都市として⼈⼝が
増加し、５万⼈を超えたことから平成 25 年に町から市へ移⾏しました。 
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２．現状 

（１）人口 
① 人口推移 

本市の⼈⼝は、昭和 47 年には JR 外房線が複線電化されたことを契機に住宅開発が進み、
平成 22 年に「50,113 ⼈」まで増加をしてきましたが、平成 27 年には「49,184 ⼈」と減
少に転じて、令和６年は「46,874 ⼈」と減少が続いています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 年齢区分別人口 
年齢区分別⼈⼝は、年少⼈⼝（０〜14 歳）及び⽣産年齢⼈⼝（15〜64 歳）が減少傾向に

ある⼀⽅で、⽼年⼈⼝（65 歳以上）は⼀貫して増加し続けており、令和６年の構成⽐は年少
⼈⼝「9.6％」、⽣産年齢⼈⼝「55.7％」、⽼年⼈⼝「34.7％」と、少⼦⾼齢化が進⾏してい
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：大網白里市人口ビジョン（令和７年改訂版） 

資料：大網白里市人口ビジョン（令和７年改訂版） 
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③ 人口推計 
⼤網⽩⾥市⼈⼝ビジョン（令和７年改定版）の⼈⼝推計では、令和７年に「47,405

⼈」で、10 年後の令和 17 年に「43,247 ⼈」、20 年後の令和 27 年に「38,112 ⼈」
に減少し、その後も減少が続く推計となっています。 

また、年齢区分別⼈⼝では、年少⼈⼝及び⽣産年齢⼈⼝が減少する⼀⽅で、⽼年⼈
⼝は増加し続けており、令和 32 年で年少⼈⼝「2,558 ⼈」（⼈⼝⽐率 7.2％）、⽣産
年齢⼈⼝「16,385 ⼈」（⼈⼝⽐率 46.2％）、⽼年⼈⼝「16,485 ⼈」（⼈⼝⽐率 46.5％）
となり、⽼年⼈⼝が⽣産年齢⼈⼝を上回る推計となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：大網白里市人口ビジョン（令和７年度改訂版） 
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（２）産業 
① 就業人口 
 本市の就業者は、平成１２年に「21,718 ⼈」で、平成 22 年に「23,184 ⼈」に増
加しましたが、令和 2 年に「22,521 ⼈」と減少傾向にあります。 

産業別の割合では、農業をはじめとする「第１次産業」と、製造業や建設業が主と
なる「第２次産業」が減少傾向にあり、⼀⽅で、卸・⼩売業や医療福祉、サービス業
などの「第３次産業」は増加傾向にあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 農業 
本市の農家数は、平成 12 年の「1,677 ⼾」から、令和２年の「901 ⼾」と減少し

ています。稲作中心の農業は、取り巻く環境変化のなかで従事者の⾼齢化が進み、遊
休農地も拡⼤しています。 

 

 

 

 

  

資料：「国勢調査報告」 
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  ③ 商業 
本市の卸売・⼩売業の年間商品販売額は、平成 11 年に「407 億円」で、平成 14

年の「428 億円」をピークに、令和３年の「369 億円」まで減少しています。 
 本市の産業構造のなかで、事業所数や従業者数が最も多い卸売業・⼩売業ですが、
幹線道路沿道の⼤型店舗が年間商品販売額の多くを占めており、旧来からの商店は
空き店舗が増加するなどの課題を抱えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 工業 
   本市の⼯業の年間出荷額は、平成 12 年の「123 億円」から、令和２年の「93 億

円」と減少しています。また、従業員数は、平成 12 年の「992 ⼈」から、令和 2 年
の「332 ⼈」と⼤幅に減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「千葉県の商業統計調査」及び「経済センサス－活動調査」 
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（３）⼟地利⽤  
  ① ⼟地利⽤の状況 

市域 5,808 ha のうち、住宅⽤地、商業⽤地、⼯業⽤地、その他の都市的⼟地利⽤
は 2,159 ha で市域の 37.2 ％、田、畑、山林、その他の⾃然的⼟地利⽤は 3,649 
ha で市域の 62.8％を占めています。 

都市的⼟地利⽤のうち、住宅⽤地は 939.6 ha（16.2％）、商業⽤地は 48.8 ha
（0.8％）、⼯業⽤地は 30.2 ha（0.5％）で、商業⽤地や⼯業⽤地への利⽤の割合が
少ない状況です。 

なお、商業⽤地は住宅市街地周辺や、国道 128 号・主要地⽅道千葉⼤網線等の沿
道に位置しています。 
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（４）道路・交通  
  ① 道路網の状況 

本市の主要な道路は、⼤網、増穂、⽩⾥地域を結ぶ東⻄⽅向の主要地⽅道千葉⼤網
線及び主要地⽅道山田台⼤網⽩⾥線、東⾦市-茂原市を結ぶ南北⽅向の国道１２８号
のほか、九⼗九⾥沿岸部の都市を結ぶ南北⽅向の主要地⽅道飯岡⼀宮線があります。 

広域の幹線道路網は、千葉都心部を結ぶ主要地⽅道千葉⼤網線、千葉東⾦道路の山
田インターチェンジを結ぶ主要地⽅道山田台⼤網⽩⾥線（バイパス含む）、また、圏
央道が市内東部を縦貫し、⼤網駅から南⻄⽅向約２ｋｍ地点に、圏央道⼤網⽩⾥ SIC
が開通し、広域交通網による利便性が⾼まっています。 

 
② 公共交通の状況 

本市の鉄道は、市内にＪＲ外房線の⼤網駅と永田駅の２駅があり、⼤網駅ではＪＲ
外房線とＪＲ東⾦線が分岐し、千葉・東京⽅⾯、茂原・鴨川⽅⾯、東⾦・銚⼦⽅⾯へ
の地域間交通の要衝の地となっています。 
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（５）防災 

本市の災害ハザードは次のとおりです。 
 

  ① ⼤網⽩⾥市洪⽔・⼟砂災害ハザードマップ 
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洪水 最大浸水深 
 水の深さが 5.0ｍ〜10.0ｍ未満の区域 
 水の深さが 3.0ｍ〜5.0ｍ未満の区域 
 水の深さが 0.5ｍ〜3.0ｍ未満の区域 
 水の深さが 0.5ｍ未満の区域 

土砂災害 
 土砂災害特別警戒区域 
 土砂災害警戒区域 

洪⽔ハザードマップについて 
 洪水ハザードマップは、河川が⼤雨で増水し、堤防の決壊や河川から水があふれた場合を
想定して、浸水する範囲の深さを示したものです。 
 ※南⽩⻲川と真⻲川、堀川の想定し得る最⼤規模（24 時間の総雨量 南⽩⻲川 663.7mm 

真⻲川 690.0mm 堀川 690.0mm）で氾濫した場合を想定しています。 

⼟砂災害ハザードマップについて 
 千葉県公表の⼟砂災害警戒区域等の情報に基づき、⼤雨や地震のときなど⼟砂災害が発⽣す
る恐れのある箇所を示したものです。 
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 ② 津波ハザードマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

津波浸水深の目安 
 200cm〜 
 80〜200cm 
 50〜80cm 
 50 cm 未満 

津波ハザードマップについて 
 千葉県が、平成 30 年 11 ⽉に「津波防災地域づくりに関する法律」に基づく最⼤クラスの
津波による浸水想定図を公表しています。 

本市で想定される最⼤クラスの津波は、相模トラフ沿いの最⼤クラスの地震のうち東側に⼤
すべり域を設定したケースとしています。 

【 最⼤津波⽔位到達時間︓39 分   最⼤津波⽔位︓9.2m 】 
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（６）都市計画 

  ①区域区分・⽤途地域 
本市は、昭和 58 年 5 ⽉ 24 ⽇に市域の⻄部の⼀部が都市計画区域に指定され、平

成元年 12 ⽉ 19 ⽇に市全域が都市計画区域に指定されています。 
⼤網⽩⾥都市計画区域では、線引き（区域区分の決定）が実施され、都市計画区域

の⾯積の 5,808ha のうち、市街化区域は 632ha（10.9％）、市街化調整区域は 5,176ha
（89.1％）となっており、9 割近くが市街化を抑制すべき市街化調整区域に指定され
ています。 

⽤途地域の指定状況は、市街化区域 632ha のうち、住居系が 91.1％、商業系が
3.2％、⼯業系が 5.7％と、住居系の⽤途地域が最も多く占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区域区分 ⾯積 ⽤途地域 ⾯積 構成⽐ 

市街化区域 約 632ha 
(10.9％） 

住居系 

第１種低層住居専⽤地域 約 268ha 42.4％ 

第１種中⾼層住居専⽤地域 約  69ha 10.9％ 

第２種中⾼層住居専⽤地域 約  31ha 4.9％ 

第１種住居地域 約 189ha 29.9％ 
第２種住居地域 約  19ha 3.0％ 

商業系 
近隣商業地域 約  12ha 1.9％ 

商業地域 約  8.4ha 1.3％ 
⼯業系 準⼯業地域 約  36ha 5.7％ 

市街化調整区域 約 5,176ha 
（89.1％） 

 

合計 約 5,808ha 
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  ②市街地整備 
⼟地区画整理事業や⼤規模開発事業により、公共施設の整った住宅市街地や商業

市街地が整備されました。 
 

［⼟地区画整理事業］ 
① 駒込⼟地区画整理事業 
 
② 永田⼟地区画整理事業 
 
③ 瑞穂⼟地区画整理事業 
 
④ 緑ヶ丘⼟地区画整理事業 
 
⑤ ⼤網駅東⼟地区画整理事業 

 
［⼤規模開発事業］ 

⑥ 季美の森複合開発事業 

 

  ③市街化調整区域の地区計画 
市街化調整区域で開発ポテンシャルのある国道 128 号沿道等について、⼟地所

有者や事業者からの提案による地区計画の決定により、商業業務施設等の⼟地利⽤
を計画的に誘導しています。 

 

［地区計画］ 
① 国道 128 号沿道⼤網北地区地区計画 

 
② 国道 128 号沿道永田地区地区計画 
 
③ 国道 128 号沿道経田字井⼾田地区地区計画 

 
④ 国道 128 号沿道経田字三ノ作地区地区計画 

 

⑤ 国道 128 号沿道⼤網字七島地区地区計画 
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（７）まちづくりの成果 

大網駅東地区では、土地区画整理事業により平成 30 年に都市計画道路大網駅東中央線
が開通し、駅東側の通勤・通学時における交通渋滞が大幅に減少したほか、商業施設の⽴地に
よる利便性のあるまちづくりが進展しました。 

国道 128 号沿道は、４⾞線化整備など交通⽴地環境の変⾰に伴う開発ポテンシャルの上昇
を地域活性化に結びつけるため、事業者等からの提案による地区計画の決定により、沿道サービ
ス型商業業務系施設の⽴地を誘導し、大型ホームセンターなどの商業施設が開業されました。 

広域交通については、圏央道大網⽩⾥ＳＩＣが平成 31 年に開通し、災害時の⼈命救助や
エネルギー供給の強化、物流の効率化など、広域交通を活⽤した新たな産業振興などが期待され
ています。 

また、国道 128 号の４⾞線化や主要地⽅道⼭⽥台大網⽩⾥線バイパスが整備されました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道１２８号 

圏央道⼤網⽩⾥スマートインターチェンジ 大網駅東土地区画整理事業（東駒込） 

国道１２８号沿道の商業施設 
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３．市⺠意向等 

（１）市⺠アンケート調査 
○実施対象︓18 歳以上 80 歳未満の市⺠ 3,000 ⼈ 
○調査期間︓令和７年１⽉ 31 ⽇〜令和７年２⽉ 25 ⽇ 
○調査⽅法︓郵送による送付、郵送⼜はオンラインによる回答 
○回答結果︓1,264 ⼈（うちオンライン 286 ⼈） （回答率 42.1％） 

 
①住んでいる場所の「定住意識」 
  「住み続けたい、または市内のほかの場所に移りたい」が 57.8％（731 ⼈）で、

「市外に移りたい」が 11.7％（148 ⼈）となっています。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②将来の⼤網⽩⾥市を「どんなまち」にすべきか （３つ選択） 
  「災害に強いまち」が 525 ⼈と最も多く、次いで「福祉が充実したまち」が 448

⼈、「交通の便がよいまち」が 446 ⼈などとなっています。 
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 ③ ⽣活環境に対しての「満⾜度」「重要度」 
<満⾜度> 「満⾜」５点、「やや満⾜」４点、「普通」３点、「やや不満」２点、「不満」１点 

満⾜度の低さは、「娯楽の環境」が 2.04 点と最も低く、次いで「観光レクリエー
ション環境」が 2.16 点、「働く場所など就業環境」が 2.26 点、「飲食の環境」が 2.27
点、「公共交通の利便性」が 2.39 点となっております。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<重要度> 「重要」５点、「やや重要」４点、「普通」３点、「あまり重要でない」２点、「重要でない」１点 

重要度の⾼さは、「医療・福祉環境」が 4.40 点と最も⾼いですが、「災害等に関する
安全性」が 4.39 点、「買物環境」が 4.38 点、「ライフライン（上下水道、電気など）
が 4.37 点、「治安」が 4.35 点と均衡しています。 
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④ 「⼟地利⽤」で特に重要な取組み （３つ選択） 
 「駅周辺への商業・業務機能の誘導」が 773 ⼈と最も多く、次いで「住宅地の整
備や良好な住環境の維持推進」が 596 ⼈、「幹線道路沿道への商業・業務機能の誘導」
が 522 ⼈となっています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 「道路・交通環境」で特に重要な取組み （３つ選択） 
  「⽣活道路の整備」が 576 ⼈と最も多く、次いで「歩道や通学路の整備」が 555

⼈、「駅前広場の整備」が 413 ⼈となっています。 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 「公園・緑地」で特に重要な取組み （３つ選択） 
 「⼦どもから⾼齢者までが利⽤しやすい公園の整備」が 899 ⼈と最も多く、次いで「⾃然

を活かした特色ある公園の整備」が 688 ⼈、「イベントやスポーツができる公園の整備」が 604
⼈となっています。 
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⑦ 今後、残したい・つくりたい⼤網⽩⾥市の「景観」 （３つ選択） 
   「⽩⾥海岸の砂浜、松林」が 739 名と最も多く、次いで「⾃然と調和した住宅地

の街並み」が 503 ⼈、「田園風景」が 442 ⼈となっています。 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 「防災」で特に重要な取組み （３つ選択） 
「上下水道やガス、電気のライフラインの災害対策」が 903 ⼈と最も多く、次い

で「洪水浸水対策」が 822 ⼈、「道路の整備（避難路、緊急輸送路、延焼遮断機能等）
が 501 ⼈となっています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑨「今後のまちづくり」に関する⾃由意⾒ （上位１０項目） 
   「商業施設の誘致」に関する意⾒が 149 ⼈と最も多く、次いで「駅周辺整備」が

98 ⼈、「公共交通の充実」が 91 ⼈、「道路整備」が 80 ⼈、「観光・まちの魅⼒向上」
が 59 ⼈となっています。 
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（２）事業者アンケート調査 
○実施対象︓⼤網⽩⾥市商⼯会会員 市内 620 事業所 
○調査期間︓令和７年１⽉ 31 ⽇〜令和７年２⽉ 25 ⽇ 
○調査⽅法︓郵送による送付、オンラインによる回答 
○回収結果︓151 事業所 （回答率 24.4％） 

 
① まちづくりの「満⾜度」・「重要度」 

<満⾜度> 「満⾜」5 点、「やや満⾜」４点、「普通」３点、「やや不満」２点、「不満」１点 

満⾜度の低さは、「観光振興」が 2.11 点と最も低く、次いで「道路の整備状況」
が 2.25 点、「⼈材確保」が 2.32 点、「公共交通の利便性」が 2.35 点、「⾏政の⽀援」
が 2.36 点となっております。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<重要度> 「重要」５点、「やや重要」４点、「普通」３点、「あまり重要でない」２点、「重要でない」１点 

    「⾃動⾞交通の利便性」が 4.33 点と最も⾼く、次いで「災害や防犯等のまちの安
全性」が 4.28 点、ライフライン（上下水道、電気など）が 4.27 点、「道路の整備
状況」が 4.23 点と均衡しています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「⼟地利⽤」で特に重要な取組み （３つ選択） 
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   「駅周辺への商業・業務機能の誘導」が 87 事業所と最も多く、次いで「幹線道路
沿道への商業・業務機能の誘導」が 74 事業所、「雇⽤の場の創出に向けた、⼯場や
企業誘致の推進」が 64 事業所となっています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「道路・交通環境」で特に重要な取組み （３つ選択） 
  「歩道や通学路の整備」が 81 事業所と最も多く、次いで「⽣活道路の整備」が 76

事業所、「国・県道等の市内幹線道路の整備」が 65 事業所となっています。 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④「今後のまちづくり」に関する⾃由意⾒（上位１０項目） 
   「商業施設の誘致」に関する意⾒が 24 事業所と最も多く、次いで「⾏政施策の要

望等」に関する意⾒が 19 事業所、「観光・まちの魅⼒向上」に関する意⾒が 14 事
業所となっています。 
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４．都市づくりの主要課題 
（１）人口減少・少子高齢化への対応 

①人口の維持 
・本市では、⼈⼝減少と少⼦⾼齢化の進⾏が予想されております。今後は、都市の

利便性の向上や良好な居住環境の維持・形成を図ることで、若年層や⼦育て世代
の定住を促進し、⼈⼝の維持に努める必要があります。 

 
②高齢化社会への対応 
・⾼齢者が健康で快適に暮らせるまちを実現するため、福祉と医療の連携強化や、

バリアフリー化など、⾼齢者にやさしいまちづくりを推進する必要があります。 
 

③コンパクトな都市構造への転換 
・⼈⼝減少と少⼦⾼齢化が進⾏する中、持続可能な都市を実現するためには、公共

交通の利便性が⾼い駅周辺に、商業・医療・福祉・住宅などの都市機能を集約し、
分散した市街地は公共交通により有機的に連携させる必要があります。これによ
り、⼦育て世代や⾼齢者をはじめとした誰もが⽣活しやすく、歩いて暮らせるコ
ンパクトで機能的な都市構造を目指していく必要があります。 

 
④良好な居住環境の維持 
・本市では、⼟地区画整理事業や⼤規模開発により、道路・公園・公共下水道など

の都市基盤が整った住宅市街地が形成されています。これらの既存住宅地を有効
に活⽤しつつ、⼟地利⽤に関する規制・誘導を通じて、良好な居住環境の維持を
図る必要があります。 

 
（２）都市拠点の活性化 

①駅周辺の整備 
・⼤網駅周辺では、駅利⽤者の利便性向上や賑わいの創出といった、市の⽞関⼝に

ふさわしい駅前整備が求められています。駅周辺のまちづくりにより、都市基盤
整備とともに、商業・業務施設の⽴地誘導を進め、都市機能の充実した利便性の
⾼い拠点づくりを推進する必要があります。 

 
②⽣活利便施設の確保・充実 
・本市の市街地は、⼤網・増穂・⽩⾥の旧市街地に加え、市街地開発による住宅地

や市街化調整区域の集落地など、市域内に分散して形成されています。このため、
各市街地の拠点や主要幹線道路沿道に、⽣活を⽀える商業施設等の⽣活利便施設
を誘導し、住みやすいまちの形成を図る必要があります。 

 



第２章 現状と都市づくりの課題 

- 36 - 
 

③開発ポテンシャルへの対応（市街化調整区域への計画的な⼟地利⽤の推進） 
・市域の⼤部分を占める市街化調整区域では、商業施設等の都市機能が⼗分に整っ

ていない状況にあります。そのため、都市的ポテンシャルの⾼い国道 128 号沿
道などにおいて、計画的に適切な⼟地利⽤の誘導を進める必要があります。 

 
（３）道路・交通環境の向上 

①道路ネットワークの充実 
・⼤網⽩⾥ SIC をはじめとする広域的な道路ネットワークの強化に資する幹線道

路の整備が必要となります。 
・⼤網駅周辺では、通勤・通学時の慢性的な渋滞の緩和や、歩⾏者の安全確保のた

め、駅周辺道路および駅前広場の整備が求められます。 
・安全で快適な移動を⽀えるため、市内の⽣活道路や幹線道路の整備も計画的に進

める必要があります。 
 

②公共交通の充実 
・鉄道については、運⾏本数の増加や、千葉・東京⽅⾯への直通電⾞の増発など、

さらなる利便性向上が求められます。 
・路線バスについては、既存路線の維持に加え、公共交通空⽩地域の解消に向けて、

コミュニティバスなど多様なサービスの導⼊による利便性向上を図る必要があ
ります。 

 
（４）⾃然環境との共⽣ 

①⾃然環境の維持 
・本市には、環境保全・景観形成・防災機能など、多くの役割を持つ豊かな⾃然が

現存しています。これらの⾃然環境を適切に保全し、次世代へと継承していくこ
とが重要です。 

 
②地域資源を活かした魅⼒づくり 
・九⼗九⾥浜や⼩中池公園などの豊かな⾃然資源を活かし、観光拠点の整備などを

通じて、本市の新たな魅⼒創出に取り組む必要があります。 
 
（５）産業の活性化 

①広域交通ネットワークを活⽤した拠点整備 
・圏央道⼤網⽩⾥ SIC の周辺や国道 128 号などの幹線道路沿道では、広域的な交

通ネットワークの利便性を活かし、物流・商業・業務・観光など、多様な産業の
受け皿として、地域振興や観光振興に寄与する新たな拠点整備を進める必要があ
ります。 
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②就業の場の確保 
・本市では、企業の進出が少なく、市⺠の雇⽤の場が⼗分にあるとは⾔えません。

定住促進を図る上でも、身近な地域における雇⽤・就労の場の確保が重要です。
商業・業務施設等の⽴地を促進し、新たな雇⽤機会の創出を目指すとともに、圏
央道⼤網⽩⾥ SIC の開通による交通利便性の向上を踏まえ、今後は地域特性に
応じた企業誘致を展開していく必要があります。 

 
（６）安全・安心 

①防災・減災対策 
・激甚化・頻発化する⾃然災害に対応するため、河川整備や内水対策など、都市型

水害の抑制に向けた対策を講じる必要があります。 
・津波避難対策として、津波避難施設や避難路の整備を推進する必要があります。 
・地震災害に備えて、建築物の耐震化・不燃化の促進を図るとともに、⼟砂災害や

浸水リスクのある区域における開発⾏為や建築物の⽴地については、抑制的な
対応が求められます。 

  
②都市インフラの⽼朽化の対応 
・⽣活基盤である道路・下水道などの都市インフラは、⽼朽化が進み、今後、⼀⻫

に更新時期を迎える⾒込みです。安全・安心な暮らしを守るため、計画的に更新
を進めていく必要があります。 



 


